
第 3 部 環 境 の 現 状 と 対 策

第 1 章 大 気 汚 染

第 1 節 大気汚染の現況

概 要

本県では大気汚染に係る 環境基準物質の測定を表 2 4 の と お り 実施 してい る が 、 大規模な 発生源か

少ないため 、 二酸化硫黄は じめ各汚染物質 と も 環境基準にはば適合 してお り 、 経年的に も 横ばい傾向

が続いている 。 昭和 6 3 年度の測定結果に よ る と 、 浮遊粒子状物質及び光化学 オキ シ ダン ト に ついて短期

的に若干環境基準を超え る時間があ るが、 長期的評価に よ る と鳥取市松並町 ( 固定局衛生研究所 ) 及ひ

米子市西福原 ( 固定局米子保健所 ) と も 全物質が環境基準に適合 している と考 え られる。 ( 表 25 )

ま た 、 自 動車排出 ガ ス に よ る 大気汚染は 、 一酸化炭素について横はい の傾向にあ る 。

表 24 一般環境大気及び 自 動車排出 カ ス測定局一覧表

測 定 局 所 在 地

側 定 項 目

二酸化

硫 黄

一酸化

炭 素
浮遊粒子
状 物 質

窒 素

酸 化 物

光 化 学
オキシダン ト

大気測定局一般環境
衛 生 研 究 所 鳥取市松並町二丁 目 ○ ○ ○ ○ ○

米 子 保 健 所 米子市西福原 ○ ○ ○ ○ ○

日 吉 津 日 吉津村 日 吉津 ○

ガス測定局自動車排出
鳥取県物産観光セ ン タ ー 鳥取市末広温泉町 ○

-

丸 山 交 差 点 鳥取市青葉町三丁 目 ○

中 国 電 力 前 米子市加茂町 ○

(注) ○ 印は測定実施

- 35 一



表 25 大気汚染の現況

測 定 物 質 環 境 基 準

測 定 結 果 ( 単位 : 浮遊粒子状物質叩/nP 、 そ の他ppの

。平 価

衛 生 研 究 所 米 子 保 健 所 日 吉 津

二 酸 化 い お う

1 時間値の 1 日 平均値
0. 04 ppm以下

0 . 0 0 1 () 0 0 1 2 0 0 0 0 () 0 . 0 1 1 0 . 0 0 1 () 0 . 0 1 4

全側定局が環境基準に適合 して い る。

1 時間値 0. 1 ppm以下 0 0 0 0 () 0 0 3 4 0 . 0 0 0 () 0 0 4 3 0 . 0 0 0 () 0 . 0 3 4

一 酸 化 炭 素

1 時間値の 1 日 平均値
1 O PPm以下

0 1 ~ 1 . 1 0 . 2 ~ 1 . 1

全測定局が環境基準に適合 して い る。
1 時間値の 8 時間平均値

20 PPm以下
0 . 1 ~ 1 . 6 0 . 1 ~ 1 . 5

浮 遊 粒 子 状 物 質

1 時間値の 1 日 平均値
0. 1 0 叱/m3以下

0. 0 0 9 () 0 0 6 8 0 . 0 0 6 () 0 . 0 6 6
全測定局が環境基準に適合 して い る。

1 時間値 0. 2 叱/m3を超えた時間 ｢

は 、 8 , 5 9 6 時間中 1 時間。 ′
1 時間値 0. 20 旺/m3 以下 0. 0 0 3 () 0 1 2 8 0 . 0 0 0 () 0 . 2 1 0

二 酸 化 窒 素

1 時間値の 1 日 平均値が 0 04

~ 0 , 06 PPm ま での ゾー ン 内又は

それ以下

0. 0 0 1 () 0 . 0 2 6 0 . 0 0 3 () 0 0 2 4 全測定局が環境基準に適合 して い る。

光化学オ キ シ ダ ン ト 1 時間値 0. 06 ppm以下 0. 0 0 0 () 0 . 0 8 6 0 0 0 0 () 0 . 0 7 8

衛生研究所及び米子保健所で環境基

準を若干超えたが 緊急時の措置基

準 0. 1 2 ppmを超え る こ と はなか っ た 。



昭和 48年 5 月 8 日 環境庁告示第 25 号制定

昭和 48年 5 月 1 6 日 環境庁告示第 35 号一部改正

昭和 5 3年 7 月 1 1 日 環境庁告示第 38 号一部改正

昭和 56年 6 月 1 7 日 環境庁告示第 47 号一部改正

物質 二酸化いお う 一 酸 化 炭 素 浮遊粒子状物質 二酸化窒素 光化学オキシダ ン ト

環境上の条件
1 時間値の 1 日

平均値が 0. 04 ppm

以下であ り 、 か

つ、 1 時間値か

0. 1 Ppm 以下であ

る こ と 。

1 時間値の 1 日 平

均値が 1 o ppm 以 下

であ り 、 かつ 、 1

時間値の 8 時間平

均値が 20 ppm 以 下

であ る こ と 。

1 時間値の 1 日 平

均値か 0. 1 o mg / 脛

以下であ り 、 かつ

1 時間値が 0 20唯

/ 姪以 下で あ る こ

と 。

1 時間値の 1 日

平均値か 0. 04 PPm

か ら 0 06 PPm ま で

の ゾ ー ン 内又は

それ以下であ る

こ と 。

1 時間値が 0. 06 ppm

以下であ る こ と 。

測定方法
溶液導電率法 非分散型赤外分析

。十を用い る方法

濾過捕集に よ る 重

量濃度測定方法又

は こ の方法に よ っ

て側定された重量

濃度 と 直線的な関

係を有す る量が得
られ る 光散乱法、

圧電天びん法若 し

く はヘ ー タ 線吸収

法

ザル ッ マ ソ試薬

を 用い る 吸光光

度法

中性 ヨ ウ 化 カ ノ ウ

ム 溶液を用い る 吸

光光度法又は 、 電

暈法

備考 1 浮遊粒子状物質と は 、 大気中に浮遊す る 粒子状物質で あ っ て 、 その粒径か 1 0 ク ロ ン以下
の も のをい う 。

2 . 光化学オキ シ ダ ン ト と は 、 オ ゾ ン 、 バ ー オ キ シ ア セ チ ルナ イ ト レ ー ト 、 そ の他の光化学反

応に よ り 生成 される 酸化性物質 ( 中性 ヨ ウ 化 カ ノ ウ ム 溶液か ら ヨ ウ 素を遊離す る も のに限 り 、

二酸化窒素を除 く 。 ) を い う

表 26 大気汚染に係 る 環境基準

2 汚染物質別測定結果

( 1 ) 二酸化硫黄

二酸化硫黄濃度の測定は 、 自 動測定機 ( 溶液導電率法 ) に よ り 鳥取市松並町鳥取県衛生研究所

( 以下 ｢衛生研究所｣ と い う 。 ) 、 日 吉津村 日 吉津藤山宅 ( 毎月 1 回 、 約 2 週間連続 ) 、 並びに米子

市西福原米子保健所 ( 以下 ｢米子保健所｣ と い う 。 ) で実施 して い る 。

昭和 63年度の測定結果 ( 表 27 ) に よれは、 衛生研究所では 1 時間値の 1 日 平均値の最高値 0 0 1 2

ppm 、 米子保健所では 0. 0 1 1 p血 、 日 吉津村 日 吉津では 0. 0 1 4 ppm であ り 、 いずれ も 環境基準に適合 して

い る 。

経年変化は表 28 の と お り であ る 。

二酸化鉛法に よ る硫黄酸化物測定を 鳥取市 5 地点、 倉吉市 4 地点、 米子市 6 地点、 境港市 3 地点、

日 吉津村 1 地点で実施 して お り 、 昭和 6 3年度測定結果は最高 0. 3 4 6 mg s 0 3/ 日 / 1 0 O C叶 P b 0 2 ( 皆 生

温泉会館 ) で、 汚染の 目 安 と さ れ る 0 . 5 噂 S 0 3 / 日 / 1 oo c證 P b 0 2 を 下回 っ て い る 。 経年変化は表29

の と お り であ る 。
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表 27 二酸化硫黄濃度側定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1 時間値

カ ミ 。 ･ 1 ppm

を超えた

時間数 と

そ の割合

日 平均値

力~ 0 . 04 ppm

を超えた

日 数 と そ

の 割 合 時間値の最高値 日平均値の最高値 外値日平均値の二%除
日 平均値

0. 0 4 PPm

を超えた

日 カミ 2 日

以上連続

した こ と

の 有 無

環境基準の

長期的。平価

に よ る 日 平

均値 0. 04PPm

を 超 え た

日 数

( 日 ) (時間) (ppの (時間) (% ) ( 日 ) (% ) (ppの (ppの (ppの (有 × 無○) ( 日 )

衛生研究所 362 8 , 7 24 0 . 0 04 O O O O 0 . 0 34 0 . 0 1 2 0 . 008 ○ O

米子保健所 345 8, 4 1 8 0 004 O O O O 0 . 0 43 0 . 0 1 1 0 0 09 ○ O

日 吉 津 247 6 , 0 9 7 0 0 04 O O O O 0 0 34 0 0 1 4 0 0 0 9 ○ O

( 注) 有効側定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間か 20 時間以上てあ る 日 数

表 28 二酸化硫黄濃度経年変化

測定局 項 目
昭 和

58年度
昭 和
59 年度

昭 和

60 年度
昭 和
6 1 年度

昭 和
62 年度

昭 和

63 年度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間) 8, 6 28 8 7 2 2 8 , 5 2 6 8 , 6 1 2 8 , 6 2 3 8 , 7 2 4

年 平 均 値 ( p即 ) 0 . 0 0 5 0 , 0 0 5 0 . 0 0 5 0 0 0 5 0 . 0 0 5 0 . 0 0 4

1 時 間 値が 0. 1 ppm を
超 え た 時 間 数

(時間) O O O O O O

日 平均値か 0 04 PPmを
超 え た 日 数

( 日 ) O O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 0 47 0 0 4 0 0 . 0 5 1 0 . 0 4 5 0 , 0 4 9 0 . 0 3 4

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 0 1 3 0 . 0 1 5 0 . 0 1 7 0 . 0 2 3 0 0 1 4 0 0 1 2

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 4 , 7 0 2 4 , 24 6 4 , 1 2 3 7 , 7 5 1 8 , 5 9 3 8 , 4 1 8

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 0 0 6 0 . 0 0 7 0 0 0 6 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 4

1 時 間 値か 0 1 PPm を
超 え た 時 間 数

(時間) O O O O O O

日 平均値が 0. 04 pPmを
超 え た 日 数

( 日 ) O O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 02 7 0. 0 4 1 0. 0 4 5 0 0 64 0 . 0 2 9 0 . 0 4 3

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 0 1 0 0 . 0 2 0 0 . 0 2 0 0 . 0 2 8 0 . 0 1 2 0 0 1 1
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測定局 項 目
昭 和
58年度

昭 和
59年度

昭 和

60年度

昭 和

6 1 年度

昭 和

62 年度

昭 和
63年度

日吉津
測 定 時 間 (時間) 4, 0 5 2 4 , 0 3 0 4 3 0 3 4 , 4 1 2 4 , 3 2 6 6 0 9 7

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 0 0 4 0 , 0 0 5 0 0 0 4 0 0 0 4 0 . 0 0 5 0 0 0 4

1 時 間 値が 0. l ppm を
超 え た 時 間 数

(時間 ) O O O O O O

日 平均値か 0. 0 4 pPm を
超 え た 日 数

( 日 ) O ト O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 l o o 0 . 0 8 0 0 0 2 5 0 0 4 4 0 0 6 2 0 . 0 3 4

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 0 2 7 0 . 0 2 1 0. 0 1 5 0. 0 2 2 0 . 0 1 4 0 . 0 1 4

表 29 二酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物濃度年平均値経年変化
( 単位 mg s0 3 / 日 / 1 oo c評 P b0 2 )

測 定 地 点
昭 和

58 年度

昭 和

59 年度

昭 和

60 年度
昭 和

6 1 年度

昭 和

62 年度

昭 和
63 年度

鳥 取 市

鳥 取 警 察 署

鳥 取 女 子 高 校

鳥 取 市 立 病 院

鳥 取 商 工 会 館

山 陰 合 銀 鳥 取 支 店

0 0 4 5

0 0 4 6

0 . 1 4 4

0 0 4 7

0 0 5 9

0 0 8 9

0 . 0 8 5

0 . 1 6 3

0 0 8 0

0 . 1 1 1

0 . 0 7 5

0 0 9 7

0 1 4 8

0 0 7 9

0 . 1 3 0

0 0 8 3

0 1 0 7

0 . 1 4 7

0 . 0 6 8

0 1 3 8

0 0 9 9

0 . 1 1 2

0 . 1 3 6

0 0 7 2

0 1 1 7

0 0 7 6

0 1 2 1

0 1 1 2

0 0 5 5

0 . 1 1 4

倉 吉 市

倉 吉 市 役 所

日 本交通新町営業所
※ 1

中 部 総 合 事 務 所

か ら さ わ や 駅 前 店

0 0 2 9

0 . 0 5 9

0 . 0 2 7

0 . 04 1

0 0 6 5

0 . 07 6

0 0 9 3

0 0 8 1

0 . 0 3 8

0 . 0 7 9

0 . 0 4 1

0 . 0 4 2

0 . 0 1 7

0 . 0 5 1

0 0 2 1

0 . 0 3 6

0 0 3 5

0 0 3 6

0 0 3 3

0 0 3 8

0 . 0 2 4

0 0 2 5

0 0 2 3

0 . 0 5 6

米 子 市

夜 見 鉄 工 団 地

N H K 住 吉 中 継 所

皆 生 温 泉 会 館

米 子 保 健 所

米 子 商 工 会 議 所

西 部 総 合 事 務 所

0 07 4

0 0 4 6

0 . 2 2 2

0 0 8 8

0 1 5 1

0 . 1 7 7

0 . 0 6 4

0 . 0 3 6

0 . 1 5 1

0 . 0 8 0

0 1 8 7

0 1 6 1

0 . 0 7 5

0 0 2 9

0 . 1 7 2

0 . 0 5 3

0 . 1 4 9

0 1 2 7

0 . 0 8 0

0 0 44

0 . 1 5 0

0 . 0 6 4

0 . 1 5 9

0 1 3 6

0 . 1 0 2

0 . 0 4 3

0 1 9 1

0 . 0 7 0

0 . 1 8 6

0 1 5 8

0 . 0 9 3

0 . 0 4 6

0 . 1 8 1

0 1 1 1

0 . 1 7 2

0 . 1 3 7

境 港 市

済生会境港総合病 院

境 測 候 所

余 子 小 学 校

0. 1 8 9

0 1 0 8

0 . 0 7 2

0 . 1 2 3

0 0 6 9

0 0 3 6

0 . 1 4 1

0 0 5 6

0 . 0 2 2

0 2 0 7

0 1 0 4

0 . 0 3 5

0 2 0 9

0 1 1 6

0 0 5 8

0 2 0 7

0 1 1 9

0 0 7 1

日 吉津村 日 吉 津 小 学 校 0 1 7 8 0 1 3 9 0 1 0 1 0 1 5 6 0 1 4 7 0 1 34

(注) ※ 1 は昭和60年 4 月 か ら 県立厚生病院 よ り 移波。
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表 30 二酸化鉛法に よ る硫黄酸化物汚染度の評価

汚 染 度 雌‘/ S0 3 / 日 / l oo c好 P b0 2 評 価

汚 染 度 第 1 度 0. 5 以上 1 . 0 未満 軽微な汚染

" 第 2 度 1 0 以上 2 0 未満 普通度の汚染

" 第 3 度 2 . 0 以上 3 Q 未満 中等度の汚染

“ 第 4 度 3. 0 以上 4. 0 未満 やや高度の汚染

" 第 5 度 4. 0 以上 高度の汚染

(注) P b0 2 法に よ る S 0 2 汚染度の判定基準 ( 寺部 )

図 1 二酸化硫黄濃度の経年変化
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図 2 二酸化鉛法に よ る 硫黄酸化物濃度経年変化

( I喀 S0 3 / 日 /
1 0O C好 P boの

○--｢0 鳥 取 市

←÷一一 倉 吉 市

×----× 米 子 市

△---△ 境 港 市

ロー-｢□ 日 吉津村

年平均値 58 59 60 6 1 62 6 3

( 2 ) 一酸化炭素

一般環境大気測定局

一酸化炭素濃度の測定は 、 自 動測定機 ( 非分散型赤外分析法 ) “こ よ り 昭和 50 年 6 月 か ら衛生研

究所で、 昭和 54 年 3 月 か ら米子保健所で実施 してい る 。

昭和 63 年度測定結果 ( 表 3 1 湖こ よ れば 、 衛生研究所では 1 時間値の 8 時間平均値の最高値

1 . 4 ppm 、 日 平均値の最高値 1 . 1 ppm 、 米子保健所では 1 時間値の 8 時間平均値の最高値 2 0 ppm 、 日

平均値の最高値 1 . 1 ppm であ り 、 いずれも 環境基準に適合 して い る 。

経年変化々 表 32 の と お り であ る 。

自 動車排 ガス測定局

自 動車排 ガスに よ る道路沿での一酸化炭素濃度の測定は、 自 動測定機 ( 定電位電解法 ) に よ

茂町 ( 中国電力前 ) で、 昭和 54 年 5 月 か ら 鳥取市青葉町 ( 丸山交差点 ) で 毎 月 1 回実施 し て

い る 。

昭和 6 3 年度測定結果 ( 表 33 ) に よ れは、 3 地点の 日 平均値最高値は 5 . 7 ppm (鳥取県物産観光セ

ン タ ー ) 、 1 時間値の 8 時間平均値の最高値は 7. 9 ppm ( 鳥取県物産観光セ ン タ ー ) であ り 、 いずれ

も 環境基準に適合 して い る と考え られ る 。 経年変化は表 34 の と お り であ る 。

ア

イ
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表 3 1 一酸化炭素濃度測定結果 ( 一般環境大気測定局 )

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
8 時間値

カミ 2 0 ppm

を超えた

回数 と そ

の 割 合

日 平均値

カ コ 1 O PPm

を超えた

日 数 と そ

の 割 合 8時間値の最高値 日平均値の最高値 外値日平均値の二%除
日 平均値

1 O PPm を

超えた 日

が 2 日 以

上連続 し

た こ と の

有 無

環境基準

の長期的

。平価に よ

る 日 平均

値 1 O PPm

を超えた

日 数

( 日 ) (時間) (ppの ( 回 ) (% ) ( 日 ) (% ) (ppの (仰の (ppの (有 × 無○) ( 日 )

衛生研究所 354 8 , 5 24 0 . 4 0 0 0 0 1 . 6 1 . 1 0 8 ○ O

米子保健所 360 8 , 6 0 7 0 . 5 O O O O 1 . 5 1 . 1 0 8 ○ O

(滓) 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間が 20 時間以上であ る 日 数

測定局 項 目
昭 和

58年度
昭 和

59年度
昭 和
60年度 塾震

昭 和

62年度

昭 和

63年度

衛生研究所
測 定 時 間 (時間 ) 8 , 5 4 8 8 , 6 3 0 8 , 5 7 5 8 , 6 9 3 8 , 6 6 6 8 , 5 2 4

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 4 0 . 4 0 4 0 . 4 0 4 0 . 4

8 時間値か 20 ppmを超え た 回数 ( 回 ) O O O O O O

日 平均値が 1 o ppm を超え た 日 数 ( 日 ) O O O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( p皿 ) 1 . 6 1 . 5 2 . 1 1 . 2 1 . 5 1 . 6

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 1 . 1 1 . O 1 . 3 0 . 9 0 . 9 1 . 1

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 4 , 6 3 1 3 , 3 1 9 3 , 1 0 6 8 , 6 8 9 8 , 4 0 3 8 , 6 0 7

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 5 0 . 5 0 . 5 0 . 5 0 . 5 0 , 5

8 時間値が 20 ppm を超えた 回数 ( 回 ) O 0 O O O O

日 平均値か 1 o ppmを 超え た 日 数 ( 日 ) O O O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 1 . 7 1 . 4 1 . 5 2 . O 1 . 6 1 . 5

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 1 . 1 1 . 2 1 . O 1 . 2 0 . 9 1 . 1

表 3 2 一酸化炭素濃度経年変化 ( 一般環境大気測定局 )

範
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表 33 一酸化炭素濃度測定結果 ( 自 動車排出 カ ス測定局 )

測 定 局 有効測定日数 側定時間 年平均値
8 時間値か 20

ppm を 超え た回

数 と そ の 割合

日 平均値か 1 0

ppm を 超えた 日

数 と そ の 割合 最高値8時間値の 最高値日平均値の
( 日 ) (時間) (ppの (回 ) (% ) ( 日 ) (% ) (ppの (ppの

鳥取県物産観光セ ン タ ー 1 2 288 3 . 2 O O O O 7 9 5 7

丸 山 交 差 点 1 2 288 2 . 3 O O O O 7 . 7 4 . 5

中 国 電 力 前 1 2 288 1 . 6 O O O O 3 1 2 . 3

(注) 有効側定 日 数と は 、 1 日 の測定時間か 20 時間以上であ る 日 数

表 34 一酸化炭素濃度経年変化 ( 自 動車排出 カ ス測定局 )

測定局 項 / 目
昭和58

年 度
昭和59

年 度
昭和60
年 度

昭和6 1

年 度
昭和62

年 度

昭和63

年 度

鳥取県物産観光センター
※

測 定 手 間 (時間) 3 1 2 2 8 6 2 8 8 2 88 2 8 8 2 8 8

年 平 均 値 ( ppm ) 3 . 6 3 . 7 4 . O 3 4 3 . 3 3 2

8 時間値か 2 0ppm を 超 え た 回数 ( 回 ) O O O O O O

日 平均値が 1 o ppm を 超 え た 日 数 ( 日 ) O O O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 7 . 9 1 1 . 7 1 1 . 7 6 6 6 . 8 7 . 9

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 5 . 3 8 . 9 8 6 4 8 5 0 5 7

丸山交差点
測 定 時 間 (時間) 2 88 2 8 3 2 8 8 2 8 8 2 8 8 2 8 8

年 平 均 値 ( ppm ) 1 . 6 2 . 0 2 . 6 1 . 4 2 . O 2 3

8 時間値が 20 ppm を超え た回数 ( 回 ) O O O O O O

日 平均値が 1 o ppmを超 え た 日 数 ( 日 ) O O O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 3 . 6 4 4 1 0 9 3 . 9 5 0 7 . 7

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 2 . 6 3 5 6 . 4 2 . 1 3 5 4 , 5

中国電力前
側 定 時 間 (時間 ) 2 8 8 2 8 8 2 8 8 2 6 4 2 8 8 2 8 8

年 平 均 値 ( ppm ) 1 3 1 . 4 1 8 1 . 4 1 . 7 1 . 6

8 時間値か 20 ppm を超え た 回数 ( 回 ) O O O O O O

日 平均値が 1 o ppm を超え た 日 数 ( 日 ) O O O O O O

8 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 2 3 2 . 5 3 . 3 2 . 5 3 . 7 2 . 3

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 2 . O 2 . O 2 . 5 1 . 9 2 6 2 3

(注) ※ 印は昭和 62年度か ら 日 本旅行セ ン タ ー よ り 名称変更。
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図 3 一酸化炭素濃度経年変化 ( 一般環境大気測定局 )
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図 4 一酸化炭素濃度経年変化 ( 自 動車排出 カ ス 測定局 )
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( 3 ) 浮遊粒子状物質

浮遊粒子状物質濃度の測定は 、 自 動測定機 ( 光散乱法 ) に よ り 側定 した相対濃度を重量濃度に換

算する 方法によ り 、 昭和 48年 9 月か ら衛生研究所で、 昭和 54年 3 月か ら米子保健所で実施 して い る 。

昭和 63 年度測定結果 ( 表 35 ) に よ れば、 衛生研究所では 日平均値の最高値 0. 068 旺/m3 、 1 時間

値の最高値 0. 1 28 咀/nF であ り 、 環境基準に適合 して い る 。 ま た、 米子保健所では 日 平均値 の最高

値 0. 066 咀/m3 、 1 時間値の最高値 0. 2 1 0 唯/瀝 であ る が、 長期的。平価か らみて 環境基準 に適合 し て

い る 。

経年変化は表 3 6 の と お り であ る 。

表 35 浮遊粒子状物質濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
1 時間値が

0, 2 0 旺/旙

を 超 え た

時 間 数 と

そ の 割 合

日 平均値が

0. 1 0 叱 /m3

を 超 え た

日 数 と

そ の 割 合 1時間値の最高値 日平均値の最高値 日平均値の2%除外値
日 平均値

0 10咀/鰐

を超えた

日 が 2 日

以上連続

した こ と

の 有 無

環境基準

の長期的

。平価に よ

る 日 平均

値 0 1 0

贈れm3を超

えた 日 数

( 日 ) (時間) (孵/姪) (時間 ) (% ) ( 日 ) (% ) (昭/爵) (旺/鐙) (叩/m3) (有 × 無○) ( 日 )

衛生研究所 36 5 8 , 74 0 0 0 24 O O O O 0 1 28 0 0 6 8 0 . 0 54 ○ O

米子保健所 356 8 , 5 96 0 0 20 ｣11▲ O O O 0 2 1 0 0 . 0 6 6 0 044 ○ O

(注) 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の 側定時間か 20 時間以上で あ る 日 数

表 3 6 浮遊粒子状物質濃度経年変化

側定

局
項 目

昭和 58

年 度

日召禾口 5 9

年 度

昭和 6 0

年 度

昭和 61

年 度

昭和 62

年 度

昭和 63

年 度

衛生研究所
側 定 時 間 (時間 ) 8 , 6 1 3 8 , 6 8 0 8 , 6 4 2 8 7 2 7 8 , 7 5 0 8 , 7 4 0

年 平 均 値 (孵/m3 ) 0 0 2 5 0 0 2 7 0 . 0 2 4 0 0 2 3 0 . 0 2 4 0 . 0 2 4

1 時間値が 0. 20 叩/爵 を超えた時間数 (時間 ) O O O O O O

日 平均値が0 1 0鰓/姪 を 超 え た 日 数 ( 日 ) O O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 (喝/nP ) 0 1 9 7 0 1 6 3 0 . 1 6 5 0 . 1 9 3 0 . 1 2 8 0 1 2 8

日 平 均 値 の 最 高 値 (噂/mう 0 0 7 1 0 08 4 0 0 6 5 0 0 6 5 0 . 0 7 3 0 . 0 6 8
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図 ･ 浮遊粒子 状物質濃度経年変化 岬
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測定

局
項 目

昭和58

年 度
昭和59

年 度
昭和60

年 度

昭和6 1

年 度

昭和62

年 度

昭和63

年 度

米子保健所
測 定 時 間 (時間 ) 4, 7 0 3 3 , 8 3 8 4 , 1 46 7 , 0 5 0 8 , 6 0 5 8 , 5 9 6

年 平 均 値 (唯/証) 0 0 1 7 0 . 0 2 1 0 . 0 2 1 0 . 0 2 9 0 . 0 2 2 0 . 0 2 0

1 時間値が 0. 2 0 唯/旙を超えた時間数 (時間 ) O O O 1 O 1

日 平均値が 0. 1 0 唯/姪 を超えた 日数 ( 日 ) O 0 O 1 O O

1 時 間 値 の 最 高 値 (叩/鯖 ) 0 . 1 3 3 0 . 1 2 3 0 . 1 1 8 0 . 2 6 2 0 . 1 7 8 0 . 2 1 0

日 平 均 値 の 最 高 値 (唯/m3 ) 0 . 0 4 5 0. 0 6 2 0 . 0 5 8 0 . 1 2 7 0 , 0 7 6 0 . 0 6 6



( 4 ) 窒素酸化物

窒素酸化物濃度の測定は 、 自 動側定機 ( サ ル ツ マ ソ試薬を用い る 吸光光度法 ) に よ り 昭 和 48 年

5 月 か ら衛生研究所で、 昭和 54 年 3 月 か ら米子保健所で実施 して い る 。

昭和 63 年度の二酸化窒素 の測定結果 ( 表 37 ) に よ れは、 衛生研究所では 日 平均 値 の 最 高 値

が 0 026 ppm 、 米子保健所では 日 平均値 の最高値が 0 024 ppm で あ り いずれ も 環境基準に適合 し

て い る 。

経年変化は表 38 の と お り であ る 。

表 3 7 二酸化窒素濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間 年平均値
日 平均値が

0. 0 6 PPm を

超えた 日 数

と そ の割合

日 平均値が

0. 0 4 PPm 以

上 0 06 PPm

以下の 日数

と そ の割合 1時間値の最高値 日平均値の最高値
日 98

平

均

値%
の

年

間値

98 % 値 評

価 に よ る

日 平均値か

0. 0 6 PPm を

超えた 日 数

( 日 ) (時間) (ppの ( 日 ) (% ) ( 日 ) (% ) (ppの (ppの (ppの ( 日 )

衛生研究所 36 1 8 , 706 0 . 00 6 O O O O 0 . 0 43 0 0 26 0 . 0 1 6 O

米子保健所 354 8 , 5 1 9 0 . 0 1 1 O O O O 0 . 0 90 0 024 0 . 02 1 O

( 注) 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間が 20 時間以上であ る 日 数。

表 38 二酸化窒素濃度の経年変化

測定

局
項 目

昭和58

年 度
昭和59

年 度
昭和6 0

年 度
昭和 6 1

年 度
昭和62

年 度

昭和63

年 度

衛生研究所
側 定 時 間 (時間) 8 , 6 4 5 8 , 5 48 8 , 6 8 3 8 , 2 7 5 8 6 9 9 8 7 0 6

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 0 0 8 0 . 0 0 7 0 . 0 0 6 0 . 0 0 5 0 0 0 5 0 0 0 6

日 平均値が 0. 0 6 ppm を超え た 日数 ( 日 ) O O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 0 4 6 0 . 0 4 0 0 . 0 4 2 0 . 0 3 5 0 0 3 9 0 0 4 3

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 0 3 0 0 0 2 1 0 0 2 3 0 0 1 6 0 0 2 1 0 . 0 2 6

米子保健所
測 定 時 間 (時間) 4, 6 7 1 4 , 2 9 4 4 , 2 6 6 8 , 5 6 6 8 , 4 3 9 8 5 1 9

年 平 均 値 ( ppm ) 0 . 0 0 9 0 . 0 1 0 0 0 0 9 0 . 0 1 1 0 . 0 1 2 0 . 0 1 l

日 平均値が 0 0 6 ppm を超えた 日数 ( 日 ) O O O O O O

1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 0 4 3 0 . 0 5 4 0 1 0 6 0 . 1 2 3 0 . 0 6 6 0 0 9 0

日 平 均 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 0 2 6 0 . 0 2 9 0 0 2 4 0 . 0 2 7 0 . 0 3 1 0 . 0 2 4
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図 6 二酸化窒素濃度経年変化
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( 5 ) 光化学オ キ シ ダ ン ト

光化学オキ シ ダ ン ト 濃度の測定は 、 自 動測定機 ( 中性 ヨ ウ 化カ リ ウ ム 溶液を用い る 吸光光度法 )

に よ り 昭和 48 年 6 月 か ら衛生研究所で、 昭和 5 4 年 3 月 か ら米子保健所で実施 して い る 。

昭和 63 年度の測定結果 ( 表 3 9 ) に よ れば 、 衛生研究所では 1 時間値の最高値が 0. 086 PPm であ り 、

昼間測定 日 数 36 2 日 、 時間数 5 , 38 9 時間中 33 日 1 9 1 時間が環境基準を超えて い る が 緊急時の措置

基準 0. 1 2 ppm を超え る こ と は なか った 。 米子保健所では 1 時間値の最高値か 、 0. 078 ppm であ り 、 昼

間側定 日 数 34 1 日 、 時間数 5 , 0 1 3 時間中 20 日 94 時間 が環境基準を超えて い る が、 緊急時の措置基

準 0. 1 2 ppm を超え る こ と はなか っ た。 ま た 、 被害の届出はなか っ た 。

経年変化は表 40 の と お り であ る 。

表 39 光化学オキ ソ タ ン ト 濃度測定結果

測 定 局 有効測定日数 測定時間数 年平均値
1 時間値

力、 0 . 0 6

ppm を 超

えた時間

数 と そ の

割 合

1

時

間

、値

の

最

高

値 日平均値の最高値 昼間測定日数 昼間測定時間数
昼間の 1

時間値が

0. 0 6 PPm

を超えた

日 数 と

時 間 数

昼間の 1

時間値が

0. 1 2 PPm

以 上 の

日 数 と

時 間 数 昼間の1時間値の最高値
昼間

間値

の の
日

最

高平
1 均

時値

( 日 ) (時積ゆ (ppの (時眉ゆ (% ) (ppの (ppの ( 日 ) (時膳ゆ ( 日 ) (時膳ゆ ( 日 ) (時眉ゆ (ppの (ppの

衛生研究所 3 57 8 , 1 9 8 0 02 0 225 2 7 0 . 0 86 0 . 06 4 3 62 5 , 389 33 1 9 1 O O 0 . 086 0 032

米子保健所 334 7 , 6 29 0 . 024 1 1 2 1 . 5 0 . 078 0 . 0 54 34 1 5 , 0 1 3 20 94 O O 0 . 078 0 . 035

(注 ) 1 . 有効測定 日 数 と は 、 1 日 の測定時間が 20 時間以上であ る 日 数。

2 . 昼間 と は 5 時か ら 20 時 ま での時間帯。
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表 40 光化学オキ シ ダ ン ト 濃度経年変化

測定

局
項 目

昭和 58

年 度

昭和 59

年 度

昭和60

年 度

昭和 6 1

年 度

昭和62
年 度

昭和63

年 度

衛生研究所
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 3 5 5 3 6 4 3 6 4 3 6 5 3 5 8 3 6 2

昼 間 測 定 時 間 (時間) 5 3 0 2 5 3 5 6 5 , 3 4 6 5 , 3 9 9 5 , 2 6 5 5 , 3 8 9

昼間の 1 時間値が 0. 0 6 ppm を 超 え た 日 数
と 時間数

( 日 ) 1 9 1 8 2 3 6 0 6 2 3 3

( 時間) 9 4 7 5 84 3 1 4 3 6 6 1 9 1

昼間の 1 時間値か 0. 1 2 ppm 以 上の 時間数 (時間) O O O O O O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 0 8 4 0 . 0 8 0 0 0 9 8 0 1 0 0 0 . 0 9 4 0 0 8 6

昼 間 の 日 最 高 1 時 間 値 の 年 平 均値 ( ppm ) 0 . 0 44 0 . 0 3 1 0 . 0 4 7 0 . 0 4 9 0 0 4 9 0 0 3 2

米子保健所
昼 間 測 定 日 数 ( 日 ) 1 7 7 1 8 5 1 7 3 3 4 5 3 6 0 3 4 1

昼 間 測 定 時 間 (時間) 2 6 5 0 2 , 5 5 2 2 4 6 9 5 , 0 2 4 5 , 2 2 4 5 0 1 3

昼間の 1 時間値が 0 0 6 ppm を 超え た 日 数
と 時間数

( 日 ) 1 1 8 1 2 5 4 6 2 0

( 時間) 5 5 3 5 3 1 0 0 2 3 4 9 4

昼間の 1 時間値が 0 1 2 ppm 以上 の 時間数 (時間) O O O O O O

昼 間 の 1 時 間 値 の 最 高 値 ( ppm ) 0 . 0 8 1 0 08 6 0 0 6 8 0 . 0 8 3 0 . 0 9 2 0 0 7 8

昼 間 の 日 最 高 1 時 間 値 の 年平 均 値 ( ppm ) 0 0 4 6 0 0 3 9 0 0 3 6 0 0 3 5 0 0 4 5 0 . 0 3 5

(注) 昼間 と は 5 時か ら 2 0 時 ま での時間帯

図 7 光化学オキ シ ダ ン ト 環境基準を超えた 日 数の経年変化
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/

0 06 PPm を
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( 引 降下ばい じ ん

降下ぽい じ んの測定は 、 プ ポ ジ ッ ト ゲ ー ジ法に よ る 測定を昭和46 年 9 月 か ら 開始 し 、 現在 4 市 1

村 、 。十 5 地点で実施 して い る 。

昭和 63 年度の測定結果 〔 表 4 1 ) を 見る と 、 最高は米子市舵町 ( 西部総合事務所 ) の 1 4 . 7 t o n /

蛭/月 で、 最低は倉吉市葵町 (倉吉市役所 ) 0 9 t on魚鯛月 であ る が 年平均を見て も 全灘点で汚染の

目 安 と さ れて い る 1 o t o n /蛭/月 未満の部類に入 り 、 軽微な汚染 と いえ る 。 ま た 、 経年的にみて も 横

ばし ･傾向にあ る 。 ( 図 8 )

表 4 1 降下はい じん量の経年変化
( 単位 : t o n /k叶/月 )

測定年度

測定点

昭和58年度 昭和59 年度 昭和60 年度 昭和6 1 年度 昭和 62年度 昭和63 年度

震 履 露 暈
局 最低 露 覊 展 露 最高 展 平均 最高 履 露 暈

局 展 霧

鳥 取
山陰合同銀

行 鳥取支店
18 5 3 . 1 8. 4 1 上 1 3 1 6 . 7 1 1 . 5 2 . 1 62 1 2 . 4 1 9 5 . 4 1 3 . 4 1 . 5 5 . 5 1 4 . 4 1 . 7 5 . 3

倉 吉 倉吉市役所 7. 8 1 . 6 4 2 8 . 5 1 . 7 4 . 3 4 . 3 0 . 6 2 . 5 4. 8 0 6 2 . 9 4. 9 0 8 3 0 6 . 1 0 9 3 . 7

米 子
西 部 総 合

事 務 所
1 2 . 9 2 7 6 . 8 1 0 3 1 . 3 5 . 7 1 0. 1 1 . 9 5 . 1 1 5 . 8 1 . 6 5 . 8 1 3 . 9 2 . 4 5 . 8 1 4. 7 2 1 6 . 8

境 港
済生会境港
総 合 病 院

1 3 4 2 . 5 7 1 1 1 1 2 . 7 6 . 5 1 0 . 4 1 . 7 5 . 1 1 4 7 1 . 1 5 4 9 5 2 2 5 . 5 1 0 .4 1 6 4 . 9

日 吉津
日 吉 津

小 学 校
8 0 1 . 5 4 . 1 9 . 7 1 . 9 4 7 4 . 6 1 . 4 3 . 2 1 0 . 9 0 . 6 4 . 1 8 . 9 1 . 8 4 . 6 6 1 1 . 7 3 9
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プ ポ ジ ッ ト ゲ ー ジ法に よ る 降下はい じ ん 汚染度の 。靴面

汚 染 度 降下はい じん量 ( t on /蛭/月 ) 評 価

TI- 1 0 未 満 軽 微 な 汚 染

2 1 0 以 上 2 0 未 満 中 等 度 の 汚 染

3 2 0 以 上 高 度 の 汚 染=
脳
榊
側

聞剛



図 8 降下ぽい じん量の経年変化

0--0 鴦 陰取合 同支銀住
←-一一 倉 吉 市 役 所( t on /k湖月 )

Q
J

R
U

ワ
‘

"
○

で
リ

イ
ハナ

ら
D

リ
ム

×----× 西部総合事務所

△÷舩 紘 生合会病難
□--｢口 日 吉 津 小 学校

58 5 9 6 0 6 1 6 2 6 3

各汚染物質の経年変化

(1 ) 一般環境大気測定局

衛生研究所においては 、 二酸化硫黄濃度の年平均値は昭和 58 年度か ら 63 年度に お いて 0 00 5 ~

0 004 ppm であ り 、 横ばい傾向に あ る 。 一酸化炭素濃度は年平均値が 0. 4 ppmで横ばい傾向に あ る 。 浮

遊粒子状物質濃度は昭和 5 8 年度以降年平均値は “ば ば横ばい傾向に あ る 。 窒素酸化物 ( 二 酸化窒

素 沸こついては 、 昭和 5 8 年度以降年平均値は 0. 0 08 ~ 0 . 0 0 5 ppm の範囲に あ り 、 日 平均値が 0. 06 ppm

を超えた 日 数は皆無であ る 。

光化学オキ シ ダ ン ト 濃度は昭和 5 8 年度以降、 昼間の 1 時間値が 0. 0 6 ppm を超 えた時間数はやや増

加傾向に あ っ たが、 昭和 63 年度には減少がみ られた。 な お、 緊急時の措置基準 0. 1 2 p皿 を超えた時

間は皆無であ っ た。

米子保健所においては 、 二酸化硫黄濃度の年平均値は昭和 58 年度か ら昭和 6 3 年度において 0 . 0 07

~ 0. 0 04 ppmであ り 横ばい傾向にある 。 一酸化炭素濃度は年平均値が 0 5 ppmで横ばい傾向に あ る 。窒素酸

化物 ( 二酸化窒素 ) については 、 5 8 年度以降 日 平均値が 0. 0 6 p皿を超えた 日 数は皆無であ る 。

光化学オキ シ ダ ン ト 濃度は昭和 5 8 年度以降、 昼間の 1 時間値が 0 0 6 ppm を 超 えた時間数は近年増

加の傾向に あっ たか、 昭和 6 3 年度には減少がみ られた。 な お、 緊急時の措置基準 0 1 2 ppm を超えた

時間は皆無であ る 。

(2 ) 自 動車排出 ガ ス 測定局

鳥取県物産観光センタ ー ( 鳥取市末広温泉町)で昭和 58年度か ら の年平均値は 3. 2 ~ 4. o ppm であ り 、 1

時間値の 8 時間平均値が 20 ppm を超えたもの及び 1 時間値の 日平均値が 1 o ppm を超えた ものは皆無であった。

丸山交差点 ( 鳥取市青葉町 ) 及び中国電力前 ( 米子市加茂町 ) については 、 鳥取県物産観光セ ン

タ ー ( 鳥取市末広温泉町 ) と 同程度ない しそれ以下の濃度であ る 。
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第 2 節 大気汚染の防止対策

法 ･ 条例 に よ る規制

= ) 法 に よ る規制

大気汚染防止法 (以下 ｢法｣ と い う 。 ) の仕組 と しては 、 施設の種類を定め ( ばい煙発生施設30種、 一
般粉 じん発生施設 5種、 特定粉 じん施設 K今後、 政令改正にて定め られ る" ) 各施設を設置 し よ う と す
る者、 及び現に設置している施設を変更 し よ う とする者に対 して 、 届 出の義務 ( 法第 6 条設置届、 第 8
条変更届 ) を保 し、 また、 ばい煙排出者の遵守すべき排出基準を定め、 こ の排出基準に適合 しない場合は、
はい脛排出者に対 し 。十画変更や改善を命 じ ( 法第 1 4 条 ) これに従わない場合は罰則 が適用 さ れ る 。
なお 、 現在、 硫黄酸化物 ぽい じん 有害物質 ( 塩化水素 窒素酸化物等 ) について 、 排出基

準が定め られて い る 。

ァ 硫黄酸化物

硫黄酸化物の排出基準 ( 施行規則第 3 条 ) は 、 排出 口 の高 さ に応 じて定め られた硫黄酸化物の
許容限度 と して q = k × 1 0 3 × He 2 ( q は 1 時間当た り の硫黄酸化物の排出基準量、 H e は有効
煙突高 、 k は排出係数 ) で表 さ れてお り 規制は k 値で行われてい る 。 本県は 、 昭和 49年 4 月 1
日 か ら全域が 1 7 . 5 と な っ て い る 。

イ はい じん

はい じん の排出基準 ( 施行規則第 4 条 ) は 、 ば い煙発生施設において発生 し、 排出 口 か ら大気
中に排出 され る はい じん量について 、 発生施設の種類及び規模ご と に規制 されている。(資料8参照 )
近年、 石炭転換等エネ ルギ ー状勢の変化への対応 と 、 大気中の粒子状物質に対す る対策 と して

昭和 5 7 年 6 月 1 日 よ り 排出規制の改定強化か図 られた。 改定の概要は①法第 3 条第 1 項 の規定に
よ る はい じん の排出基準 ( 一般排出基準 ) を 1 / 2 に強化、 ② コ ー ク ス 炉等の 7 施設に つ い て 新
たに排出基準を設定、 ③標準酸素濃度補正方式の導入に よ り 規制の公平を期す る等であ る 。

ウ 塩化水素

塩化水素の排出基準 ( 施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、 はい踵発生施設において発生 し、 排出 口 か
ら大気中に排出 され る 塩化水素について 、 発生施設の種類に よ り 規制 さ れて お り 、 廃棄物焼却炉
等が該当 して い る 。

工 窒素酸化物

固定発生源に対す る全国一律の窒素酸化物排出基準 ( 施行規則第 5 条第 2 号 ) について は 、 昭
和 48 年 8 月 に大型施設を対象 と す る 第 1 次規制 、 昭和 5 0 年 1 2 月 に対象施設の拡大等を 内容 と
す る 第 2 次規制 、 ま た 、 昭和 5 2 年 6 月 に対象施設の拡大及び排出基準の 強化を主 と す る 第 3 次
規制 、 更に昭和 54 年 8 月 1 0 日 か ら対象施設を拡大 した第 4 次規制 、 更に昭和 58年 9 月 1 0 日 か
ら 固体燃料 ( 石炭等 ) に係 る 排出基準強化を主 と する第 5 次規制を実施 してい る o g翫料 9 参照 )

- 52 -



オ その他の有害物質

その他の有害物質 ( 塩化水素及び窒素酸化物を除 く 。 ) の排出基準 ( 施行規則第 5 条第 1 号 ) は 、

ば い煙発生施設に おいて発生 し、 排出 口 か ら大気中に排出 され る有害物質について 、 発生施設の

種類に よ り 規制 されて い る 。

力 一般粉 じん

一般粉 じんに関す る 規制は 、 一般粉 じん発生施設について定め られてい る構造並びに使用及び

管理に関す る基準 ( 施行規則第 1 6 条 ) に よ り 規定 さ れて い る 。

キ 特定粉 じん

平成元年 6 月 28 日 付で大気汚染防止法の一部が改正 され、 新 し く 、 石綿その他の人の健康に係

る被害を生 じ る恐れのあ る物質を特定粉 じん と して定め、 こ れ ら を発生 し及び排出 し 、 又は飛散

させ る施設を特定粉 じん施設 と し て規制 され る こ と と な り 、 今後、 政令等の改正で施設 基準が

示 され る 。

以上、 県では 、 ばい煙排出者に課されている排出基準の遵守を監視するため、 県内各保健所及ひ衛

生研究所を通 じて 、 施設立入検査を行い、 脛道中排ガス測定、 重油の抜き取 り ( 含有硫黄分測定 〕 等を

実施 し、 排出基準を上回っ て い る施設には 、 はい脛排出者に対 し、 施設改善指導を実施 し て い る 。

昭和 63 年度末現在におけ るばい煙発生施設 ( 表 42 ) 、 ま た、 一般粉 じん発生施設 ( 表 43 ) は次の

と お り であ る 。

表 42 大気汚染防止等に基づ く ばい煙発生施設種類別届 出数

( 電気工作物 ･ カ ス工作物であ る ばい煙発生施設を含む )

令別表第一
の 頃 番 号 施設、名~~遜遅雙所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。十

“III▲ ボ イ フ ー 2 27 2 6 1 0 5 246 1 3 6 1 7

2 ガ ス 発 生 炉 2 2 4

5 溶 解 炉 4 4

6 金 属 加 熱 炉 10 4 1 4

7 石 油 加 熱 炉 せI▲ 1 2

9 焼 成 炉 2 2 4

1 1 乾 燥 炉 4 〔4〕 3 〔 3〕 4 〔 4〕 1 2 〔 1 0〕 3 〔 3〕 2 6 〔 24〕

1 3 廃 棄 物 焼 却 炉 1 5 1 1 6 4 1 1 0 83

2 9 ガ ス タ ー ビ ン TII“ 1

3 0 プ ィ ー ゼ ル機関 5 1 6

。十 25 7 ( 1 6 8) 40 ( 32 ) 1 2 5 ( 85 ) 3 1 3 ( 1 9 1 ) 2 6 ( 2 0 ) 76 1 (4 9 6 )

(注) 〔 〕 … 骨材乾燥炉数 ( ) ･工場 事業場数 ( 平成元年 3 月 3 1 日 現在 )
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表 43 大気汚染防止法に基づ く 一般粉 じん発生施設種類別届 出数

( 電気工作物であ る一般粉 じん発生施設を含む )

令別表第二
の 項 番 号 施設ぞ~遜保継地所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 話

2 堆 積 場 2 1ユー 3 8 4 1 8

3 コ ソ ヘ ア 2 5 3 1 1 3 1 8 60

4 .鰈 匪 孃 1 3 5 1 7 7 3 3

5 ふ る い 7 3 1 2 7 20

。十 47 ( 9 ) 1 2 ( 3 ) 6 ( 3) 30 ( u ) 36 ( 5 ) 1 3 1 ( 3 1 )

〆 ( 注) ( ) ･ 工場 事業場数 ( 平成元年 3 月 3 1 日 現在 )
　

( 2 ) 自 動車排出 ガ ス規制

新車及び使用過程車を対象 と して一酸化炭素、 炭化水素、 窒素酸化物等に係る 規制が段階的に強化
を

され、 排出 カ ス の量の 削減が図 られてい る 。

( 3 ) 条例 に よ る規制

ァ 粉 じん関係特定施設

鳥取県公害防止条例(昭和 46 年 1 0 月 1 2 日 公布、 県条例第 35 号 、 昭和 47 年 4 月 1 日 施行) に よ る

規制は 、 パーク炭製造施設及び貯蔵施設、 打線機、 混打編機を粉じん関係特定施設 (表 44 ) と し、 施

設管理基準 (表 45 ) を定めて規制 してい るが 昭和63 年度末現在の 届出数は表46 の と お り であ る 。

表 44 粉 じん関係特定施設と 規模

施 設 名

1 . パ ー ク 炭 ( の こ 層 、 木皮等を炭化 させ微粉炭に した も の ) 製造施設及び貯蔵施設

2 打編機及び混打綿機

表 45 粉 じん 関係特定施設に係 る構造並びに使用及び管理に関す る基準

管 理 基 準

次の各号のいずれかに該当す る こ と 。

1 粉 じ んか飛散 しに く い構造の建築物内 に設置 さ れて い る こ と 。

2 . フ ー ド 及び集 じん機が設置 さ れてい る こ と 。

3 戸 ･ 窓等が密閉 されて い る こ と 。

4 前各号 と 同等以上の効果を有す る措置が講 じ られてい る こ と 。
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表 46 公害防止条例に基づ く 粉 じ ん関係特定施設種類別届出数

施設 、＼~、辺保匙健所名 鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 。十

打 綿 機 1 1 ( 9 ) 8 ( 8 ) 26 ( 24 ) 3 3 ( 28 ) 3 ( 3 ) 8 1 ( 72 )

混 打 綿 機
ノ

1 ( 1 ) 1 ( 1 )

パ ー ク 炭製造 ( 貯蔵 ) 施設 1 ( 1 ) 1 ( 1 )

。十 1 1 ( 9 ) 9 ( 9 ) 26 ( 24 ) 34( 2 9 ) 3 ( 3 ) 83 ( 74 )

(注) ( ) は事業場の数 ( 平成元年 3 月 3 1 日 現在 )

イ 屋外燃焼行為

屋外におけ る 燃焼行為に伴い発生す る はい煙 、 悪臭等を規制す る ため 、 昭和 6 3 年 1 0 月 1 日 か

ら 、 ゴ ム 、 皮革、 合成樹脂、 廃油 、 硫黄及び ピ ッ チ並びに こ れ ら を含む物を屋外において 燃焼 さ

せ る こ と を禁止 して い る 。 ただ し 、 次に掲げ る場合は こ の限 り でな い

の 燃焼炉の使用等適切な処理の方法に よ り 燃焼 さ せ る 場合

省) 住民が事業活動以外の 目 的で少量燃焼 さ せる 場合

例 風水害等の災害のため生 じた廃棄物をやむを得ず少量燃焼 さ せ る 場合

国 農作物の凍霜害防止等の 目 的で最少限度の暈を燃焼 させ る 場合

" 前各号に掲げる場合のほか 知事か公益上やむを得ない と 。忍め る 場合

2 監視状況 と行政指導

“ ) 煙道中排出 ガ ス測定立入検査

昭和 63 年度中に踵道中排出 ガス 測定立入検査を 実施 した施設 ( 表 47 ) は廷へ 1 1 4 施設 ( 39 工場 ･

事業場 ) であ り 、 3 施設 の違反かあ っ たが、 いずれ も 改善がな された。

表 47 昭和 63 年度煙道中排出 カ ス 側定立入検査状況

令別表第 1 の施設数

硫黄酸化物 は い じ ん 塩 化 水 素 窒素酸化物 合 計

葹蛮
違 反

施設数

立 入

施設数 匙援 匙公
違 反

施設数

立 入

施設数

違 反

施設数

立 入

施設数 魁援
1 ボ イ フ ー 1 9 O 22 ‘T･‘■▲ O O 23 O 64 ( 2 3) JIII▲

9 焼 成 炉 O O ｣--･I“ O O O O O 1 ( 1 ) O

1 1 乾 燥 炉 TII▲ O 1･I▲ O O O 1 O 3 ( ○ O

1 3 廃棄物焼却炉 1 1 O 1 3 2 1 2 O m O 46 ( 1 4) 2

。十 3 1 O 3 7 3 1 2 O 34 O 1 1 4 ( 3 9) 3

(注) ( ) 工場 事業場数
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( 2 ) 重油抜取 り 検査

大気汚染防止法に基づ く 硫黄酸化物排出基準 ( K値規制 ) に係 る適合状況につ い て昭和 63 年度

中に 1 97 工場 事業場に立入検査を実施 し 、 使用燃料中の重油の抜き取 り 検査を行っ た結果、 いず

れ も基準以下であ った 。

{ 3 1 大気関係監視指導状況

昭和 63 年度中に実施 したばい煙発生施設及び粉 じん発生施設等に対 して施設の改善等で監視指

導 した廷件数は表 48 の と お り であ る 。

表 48 大気関係監視廷指導件数

項 目

ばい煙発生施設

。十

粉 じ ん 発 生 施 設

。十 合 。十

法 その他 法 条 例 その他

廷監視指導件数 4 6 9 J71{ 4 7 0 3 1 3 O 1 3 4 8 3

な
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